2007年度リーグ戦・Extra Match反省
監修・競技運営委員会
まえがき

この資料は２００７年度リーグ戦で見受けられた反省点を簡潔にまとめたものです。

現役部員の方々にご覧いただき、来年のリーグ戦へぜひ活かしていただきたいと思っております。ご質問等ありましたら、学連員を通じてお問い合わせください。

Ａ．リーグ戦において起きたトラブル
第1戦

· 試合の４日前に第１戦で使う予定だったＡ大学から急に第1戦の日にレンジが使用できなくなったとの連絡を受けたので、急きょその日にレンジが空いていたＢ大学で試合をすることになった。
　↓

Ａ大学に厳重注意。試合中止となる可能性もあり、各校注意を重ねていただきたい。
· Ｃ大学レンジで午後から試合の予定だったＤ大学からキャンパスを間違えたとの連絡があったので該当試合のＤＯＳに30分間待つように連絡をした。

↓

Ｄ大学が集合時間に遅れて到着したので試合開始が20分遅れた。Ｄ大学には厳重注意を与えた。各校試合前には必ず会場の場所を調べるようにしていただきたい。
第2戦
· Ｅ大学レンジの午後の試合で、Ｆ大学の方から地震のため電車が止まったと連絡を受けた。
↓

DOSに30分待つように指示。その後、Ｆ大学が30分以内に到着したので通常通りに試合を行わせた。正当な理由があれば、試合開始を３０分遅らせることができる（リーグ戦Ｑ＆Ａ集１．４参照）
第3戦

· Ｇ大学レンジの午前の試合で試合終了後に素点の間違いが発見された。本来は「9・7・4」だったがスコアカードには「9・4・3」と書いてあり3射計は16点になっていた。選手サインも済んでいた。

↓

1級審判との相談の結果、選手サインがあるので両選手ともその素点に合意しているものと判断し、そのままの得点で記録集計を行った。
第4戦

· Ｈ大学レンジの午前の試合でＩ大学の選手が「ユニフォームを忘れた」という理由で遅刻をした。

↓

1級審判と相談の結果、正当な理由ではないと判断したためにＩ大学の不戦敗とした。試合自体は該当試合のＤＯＳが30分遅らせて行っていたので記録会扱いとした。
第5戦

· Ｊ大学レンジとＫ大学レンジの午後の試合でDOSから雷のため試合を中断しているとの報告があったので30分間中断が続いた場合は試合を中止するように指示をした。
↓

30分が経過しても雷が鳴っていたので試合を中止した。その後、両会場のDOSに各大学の意思を確認してもらったところ、全大学が再試合を希望したので後日再試合を行った。

· Ｌ大学レンジの午前の試合でＭ大学の選手が会場を間違えて遅刻をした。

↓

Ｍ大学が不戦敗を申し出たのでDOSが不戦敗とし、記録会形式で試合を行った。
B．今年のリーグ戦を振り返ってみて

· 各校のDOＳのミスが目立った。

具体例

· 試合結果の連絡が遅い、もしくは忘れている。

· ホイッスルの回数を間違える。etc.
↓
前年度と同じようなミスが多かった。しかし一方では雷への対応や審判の忘れ物が無くなるなど前年度より改善された点もあった。

また、大会中に起こった問題への対応やDOSからの質問への回答は重要なものは競技運営委員会の連絡メールを使って連絡した。

· 選手のルールの認知度の低さが感じられた。
具体例
· スコアカードの素点訂正を選手が勝手に行う。

· 最終エンドでの対戦校への応援をWWL（ダブルウェイティングライン）を越えて行う。etc.
↓
後日行われた競技運営委員会で各校の競技運営委員に今年のリーグ戦で起きた問題の具体例を話し、部員にルールの普及をするようにお願いをした。

· ６／９に行った監督・コーチ・学生代表者会議での各大学からの意見
· 近隣が住宅のため、大声を出せないレンジがあり、ＤＯＳが試合開始前に伝えているにもかかわらず、大声を出して応援している大学があった。そのような大学にはペナルティを課すべきだ。
· 行射しやすいレンジと行射しにくいレンジとの差が激しい。畳の傾きや、硬さなどは、リーグ戦前に整えてほしい。→（別の意見）リーグ戦前には各校整備していると思うが、最近は弓の威力が強いので、畳のコンディションはすぐに悪くなってしまう。

· レンジの広さや応援の人数の関係上、レンジがどうしても混雑してしまうことがあって、足が弓にあたってしまったり、円陣のための移動が行射の邪魔になることもある。応援に来ている人の振る舞いで大学が評価されることもあるので、もっとマナーを強く意識してほしい。
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